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～子どもの力で一級のまちに～

福島ゼミナール Ｂチーム

日本大学法学部

テーマ内容

ずっと住み続けたい
と思えるまちづくり

「健幸」の視点を
取り入れたまちづくり

目次

現状

政策

効果

まとめ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

市民が重要と考える施策ＴＯＰ３

•事故や犯罪を未然に防ぎ
安全に暮らせる環境の整備１位

•健康で安心して暮らせる
まちづくり２位

•高齢者や障碍者の方々が
安心して暮らせるまちづくり３位

出典：平成25年市民意識調査より

市民が重要と考える施策第1位

出典:平成25年市民満足度調査結果報告書より

事故や犯罪を未然に防ぎ、

安全に暮らせる環境の整備

56.4%33.8%

9.1% 0.5% 0.2%

重要

やや重要

どちらでもない

あまり重要でない

重要でない

約90%の人が
重要と考えている

京都府の少年非行

年別 京都人口比 順位 全国人口比

平成20年 17.6 ワースト2位 12.4

平成21年 18.8 ワースト1位 12.5

平成22年 17.3 ワースト3位 11.9

平成23年 15.5 ワースト1位 10.7

平成24年 11.8 ワースト5位 9.1

過去5年

ワースト5位以内!!

出典：京都府警ＨＰ
京都における少年非行の状況より
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少年非行の定義

〈少年〉

おおよそ７～１８歳頃までの年齢

〈非行〉

軽微な違法行為、

また違法ではなくても反社会的な行為

出典：広辞苑
出典：
京田辺市ＨＰ
年齢別人口(平成20～26年)より

京田辺市10～19歳の人口推移
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10～19歳の人口

少年の人口は
増加してるね!!

ヒアリングの結果

新旧住民の交流が希薄である現状

コミュニティ崩壊による少年非行の
増加の恐れ

課題の抽出

少年人口の増加

京田辺市の少年非行が
増加する恐れ

少年非行の発生を

未然に防がないと!!

少年非行が起こりうる状況

健幸の定義

少年非行＝まちの病気

まちの病気の予防

まち全体が健康に

安心して幸せに暮らせる

まちの
健康

市民の
幸せ

健幸

非行少年の割合

中学生

18.3%

高校生

48.7%

大学生

1.6%

その他

の学生

1.3%

有職少年

3.8% 無職少年

21.2%

小学生

0.3%

出典：京都府警ＨＰ
京都における少年非行の状況より

小学校高学年を対象
とする政策として…
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政策紹介

京田辺JP課

政策紹介

J
P
unior
olice

・・・

・・・

子ども

警察

子どもたちに課外活動として
防犯啓発活動に参加してもらう

非行を起こさない
ような意識を醸成

概要 京田辺ＪＰ課の流れ

ＪＰ手帳の配布

ＪＰパトロール

新聞の作成

ＪＰとしての自覚を持たせる

Junior
Police
Note

年間の活動計画

(1)

4月～12月
定期パトロール

１月～２月
新聞作成

３月

新聞提出
(３)(４) (５)

犯罪に関する知識

犯罪に対する
具体的処置

(６)

活動実績

ＪＰ手帳

(２)

犯罪の種類
例：万引き

処罰内容
５０円以下の罰金

イラスト

達成

ＪＰパトロール

小学生 ボランティア

・自治会がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
として参加

・たすき・ＪＰ手帳の
携帯

・学校周辺の見回り

・防犯への呼びかけ
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ＪＰパトロール（例、田辺小付近）

パトロール開始ッ！！

身近な場所に
落書き発見！！

ＪＰパトロールの意義

使命感を持って身近な地域でパトロール

迷惑行為について自主的に考察

犯罪がいけないことだという意識の醸成

新聞作成

１月～２月 ３月

行政

掲示板

その後の流れ

ホームページや市報に掲載

参加者以外に興味を持たせる

継続的な活動に繋がる

活動実績

(６)

参加への仕掛けづくり

バッジ
GET！！

達成

達成

目標

目標

達成

達成目標

JPバッジ

バッジの贈呈
・スタンプを一定数
ためるともらえる

・数種類を用意

・市のマークとＪＰを
かけたデザイン
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表彰

ノルマ達成により

実現のためには

市民

学校行政

・子ども
積極的な参加
・自治会
ボランティアとして参加

・活動の運営
・JP手帳、バッジの作成

・新聞作成等の活動に
対してのアドバイス
・配布物による呼びかけ協働協働協働

メリット

•安心して生活できる

•地域の人々との交流市民

•子どもと市民の生の声

•まちのＰＲ行政

•健全な子どもの育成

•校内風紀の向上学校

期待できる効果

コミュニティ強化

子どもの意識の定着

非行少年の将来的な増加を抑制

まとめ 参考文献・引用URL

・京田辺市ホームページ

http://www.kyotanabe.jp/

・京都府警察ホームページ

http://www.pref.kyoto.jp/fukei/index.ht
ml

・青森県JUMPチームホームページ

http://www.police.pref.aomori.jp/seianbu
/syounen/jump-team.html
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Special Thanks

•職員サポーター・・・川瀬隼人様

•市民サポーター・・・宮田康行様

•ヒアリング調査に応じてくれた皆様

•指導教員・・・福島康仁教授

•福島ゼミナールの先輩方、同期

ご清聴ありがとうございました
山下新示 府川寛樹 高麗雄一朗

西島奈津実 八重田優 小澤里美

福島ゼミナールＢチーム一同
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